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若
林
の
日
蓮
宗
寺
院　

番
神
堂
と
題

目
・
曼
荼
羅
本
尊
の
八
大
龍
王
軸

本了寺の雨乞い祈祷と寺宝

30

▲本了寺（若林1丁目）　山門の左側に「く
　す」の巨樹がそびえ、その左に番神堂の
　背面が見える。

　
前
回
、
市
が
戦
国
武
将
・
三み

好よ
し

長な
が
慶よ
し
の
生
誕

五
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
長
慶
が
若
林
に
陣

所
を
置
い
た
推
定
地
の
若
林
神
社
（
若
林
一
丁

目
）に
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の「
の
ぼ
り
」

を
設
置
し
た
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。「
の
ぼ
り
」

作
成
に
は
、
長
慶
の
父
三
好
元も

と
長な
が
の
墓
所
が
あ

る
法ほ
っ
華け

宗
の
顕け
ん

本ぽ
ん
寺じ

（
堺
市
堺
区
）
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
長
慶
は
同
寺
で
、
元
長
の
二
十
五

回
忌
に
あ
た
り
、
法
華
千
部
読ど
く
誦じ
ゅ
や
千
部
書
写

の
法
要
を
修
し
、
位
牌
所
と
し
ま
し
た
。

　
若
林
神
社
の
す
ぐ
西
南
に
、
日に
ち

蓮れ
ん

宗
の
本ほ
ん

了り
ょ
う

寺じ

が
建
っ
て
い
ま
す
。
永え
い

喜ぎ

山さ
ん

と
号
し
、

江
戸
時
代
初
期
の
元げ
ん

和な

六
年
（
一
六
二
〇
）、

若
林
の
豪
族
で
あ
っ
た
長な
が

尾お

氏
の
菩
提
寺
と

し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
に
は
、
長
尾
氏

初
代
の
長
尾
輝て
る

虎と
ら

が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

に
亡
く
な
り
、
正
し
ょ
う

行ぎ
ょ
う

院い
ん

了り
ょ
う

喜き

日に
つ

慶け
い

の
戒
名

で
建
立
さ
れ
た
巨
大
な
五
輪
塔
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
66
・
67
）。

　
本
了
寺
は
元
々
、
京
都
市
山
科
区
の
本ほ
ん

圀こ
く
寺じ

の
末
寺
で
し
た
。
の
ち
幕
末
ご
ろ
か
ら
、
堺
市

堺
区
の
日
蓮
宗
本
山
の
一
つ
、
妙
み
ょ
う

国こ
く
寺じ

と
の
関

係
を
深
め
、現
在
は
堺
法ほ
う
縁え
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

妙
国
寺
は
、
長
慶
の
弟
の
三
好
実じ
っ

休き
ゅ
うが
土
地
を

寄
進
し
て
、
創
建
し
た
寺
で
す
。

　
鎌
倉
時
代
中
期
、
日
蓮
は
南な

無む

妙み
ょ
う
法ほ
う
蓮れ
ん
華げ

経き
ょ
うの
題だ
い
目も
く
を
唱
え
、
仏
法
の
真
髄
は
法ほ

華け

経
き
ょ
う

に
あ
る
と
開
宗
し
ま
し
た
。
の
ち
、
教
学
の

解
釈
な
ど
か
ら
諸
派
に
分
立
し
、
日
蓮
宗
や

法
華
宗
な
ど
に
分
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
本

了
寺
は
、
戦
国
時
代
の
長
慶
の
若
林
陣
所
設

営
後
の
創
建
で
、
歴
史
的
な
関
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
地
域
の
中
で
、
若
林
神
社

や
近
く
の
真
宗
大
谷
派
の
立
り
ゅ
う

法ほ
う

寺じ

（「
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
」
154・155
）
と
共
に
、本
了
寺
は
人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
本
了
寺
山
門
を
入
る
と
、
左
手
に
樹
齢
三
〇
〇

年
と
伝
え
る
「
く
す
」
の
巨
樹
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
そ
の
前
に
は
、
番ば
ん

神じ
ん

堂ど
う
が
建
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
を
守
る
赤せ
き

山さ
ん

大だ
い

明
み
ょ
う

神じ
ん
・
兵
ひ
ょ
う
主ず

大
明
神
・
三み

上か
み
大
明
神
な
ど
三
十
番
神

が
彩
色
さ
れ
、
一
体
ず
つ
五
体
六
段
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。日
蓮
が
佐
渡
島（
新
潟
県
）配
流
に
際
し
、

祀
っ
た
堂
で
す
。
本
了
寺
に
も
幕
末
ご
ろ
に
建
て

ら
れ
、
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
本
堂
内
は
、
本
尊
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
大だ
い

曼ま
ん
荼だ

羅ら

が
祀
ら
れ
、
本
尊
を
取
り
囲
む
よ
う
に

日
蓮
聖
人
像
・
釈し
ゃ
迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ
・
多た

宝ほ
う

如に
ょ
来ら
い
・
題

目
宝
塔
な
ど
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
若
林
神
社
東
側
に
、
同
じ
日
蓮
宗
の
東と
う
池ち

寺じ

が
建
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
境
内
に
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
石
造
十
三
重
塔
が
み
ら
れ
ま
す

が
、無
住
と
な
っ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

67
）。
本
了
寺
住
職
が
兼
務
・
管
理
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
池
寺
か
ら
移
さ
れ
た
日
蓮
聖
人

像
も
本
堂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
蓮
宗
寺
院
の
中
に
は
、
干
害
の

お
り
、
雨あ
ま

乞ご

い
を
執
り
行
う
儀
礼
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
了
寺
に
も
、
江
戸
時
代
以
降
、

雨
乞
い
の
祈
祷
の
時
に
使
用
し
た
四
幅
の
龍

図
と
二
幅
の
本
尊
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
龍
図
は
、
十
八
世
紀
前
半
に
描
か
れ
た
上

り
龍
の
「
五
頭
龍
」「
七
頭
龍
」
と
下
り
龍
の

「
三
頭
龍
」「
九
頭
龍
」
で
す
。
仏
教
で
は
、
龍

王
は
八
大
龍
王
を
さ
し
ま
す
。
雨
神
と
し
て
信

じ
ら
れ
、
日
照
り
に
は
雨
乞
い
祈
願
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
八
大
龍
王
と
は
「
法
華
経
」
に
説
く

仏
法
を
守
る
八
龍
王
の
総
称
で
す
・
難な
ん
だ陀
・
跋ば
つ

難な
ん
だ陀
・
娑し
ゃ
伽が

羅ら

・
和わ

修し
ゅ
吉き
つ
・
徳と
く

叉し
ゃ
迦か

・
阿あ

那な

婆ば

達だ
つ
多た

・
摩ま

那な

斯し

・
優う

鉢は
つ
羅ら

の
王
を
い
い
ま
す
。

　
四
龍
図
に
は
「
法
橋
探
鯨
筆
」
と
あ
り
、

朱し
ゅ

文も
ん

の
円ま
る

印い
ん

で
「
守
美
」
と
落ら
っ

款か
ん

が
お
さ
れ

て
い
ま
す
。
探た
ん
鯨げ
い
は
江
戸
幕
府
の
御
用
絵
師
・

狩か
の
う野
派
の
流
れ
を
く
み
、
京
都
を
舞
台
と
し

た
鶴つ
る

沢さ
わ

派
の
二
代
目
で
し
た
。
父
で
あ
る
初

代
の
鶴
沢
探た
ん

山ざ
ん

は
、
狩
野
探た
ん

幽ゆ
う

の
高
第
と
し

て
も
有
名
で
し
た
。
絵
師
鶴
沢
探
鯨
は
、「
法ほ
つ

橋き
ょ
う」
の
僧
位
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
尊
軸
の
一
つ
は
、
当
時
、
本
了
寺
の
本

山
で
あ
っ
た
京
都
の
本
圀
寺
二
十
九
世
の
日に
つ

解か
い
の
時
の
も
の
で
す
。「
僧
正
日
解
」
の
署
名

が
あ
り
ま
す
。
中
央
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

が
祀
ら
れ
、
左
右
に
八
大
龍
王
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
・
中
央
右
）。

　
も
う
一
軸
は
、「
律
師
日
清
」
に
よ
る
も
の

で
す
。
中
央
に
、
慶け
い

長ち
ょ
う

八
年
（
一
六
〇
三
）

正
月
、
日に

ち

重じ
ゅ
うの

時
に
つ
く
ら
れ
た
曼
荼
羅
が

あ
り
、
律り
っ

師し

の
日に
っ

清し
ん

が
の
ち
、
軸
物
に
付
け

ま
し
た
。
日
重
は
、
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代

初
期
の
京
都
日
蓮
宗
で
重
き
を
な
し
た
人
物

で
す
。
や
は
り
、
左
右
に
八
大
龍
王
名
が
あ

り
ま
す
（
写
真
・
中
央
左
）。

　
他
に
も
、
本
了
寺
で
実
際
に
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
八
月
と
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
九
月
、
雨
乞
い
を
行
っ
た
時
の

祈
祷
札
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲番神堂　日頃は観音
　開きの扉が閉められ
　ている。

▲上り龍の「五頭龍」「七頭龍」（右）と下り龍の「三頭龍」「九
　頭龍」（左）の中央に二幅の本尊軸を掛けて雨乞い祈祷を
　行う（本了寺蔵）　上り龍の「五頭龍」は玉を持つ（右端）。


